








要約: 1993 年 8 月から徳島県および香川県で新生児ウィルソン病マス・スクリーニング

検査のパイロット・スタディを行ったが, ウィルソン病患者は見出されなかった。そこで

乳幼児期ウィルソン病スクリーニング検査を徳島県で実施するために,まずそのシステム

作りをおこなった。徳島県小児科医会に研究協力の依頼をおこない,採血機関として徳島

県小児科医会会員の所属する53 医療機関に協力依頼書を送付したところ 32 医療機関より

研究協力の承諾を得ることができた。また,検査機関として徳島県保健環境センターから

研究協力の承諾を得ることができた。これらの研究協力機関と協議の上,徳島県乳幼児期

ウィルソン病スクリーニング検査要項を作成し,  これに基づいて平成 10 年 1 月より徳島

県において乳幼児期ウイルソン病スクりーニング検査を開姶した。平成 10 年 2 月までの

1 ケ月間で 52 名の検査依頼があったが,患児は見いだされていない。今後も本システムに

よる乳幼児期ウィルソン病スクリーニング検査を継続しその有用性を検討していく予定で

ある。


